




























































































に参加し，最終的に調査終了時まで継続した大学生は 126 名（男性 68
名；女性 57 名；不明 1 名）であった。このうち質問紙調査にも回答した
者は 105 名（男性 59 名：女性 45 名；不明 1 名）であった。
携帯電話（スマートフォン）を用いた感情経験の継時的調査















容，強さ，重要度について同様に 5 件法にて回答させた 2）。
　回答依頼のメールは研究参加者が大学生であることを考慮し，授業時間
にかからないように，お昼休みにあたる 12 時過ぎ，4 限終了後にあたる
午後 4 時過ぎ，および午後 9 時過ぎにメール送信した。研究参加者にはあ
らかじめメール配信のおよその時間を伝えたが正確な時間は指定せず，メ
ールを受信したら可能な限りすぐに回答するように依頼した 3）。
　（3）研究開始から 8 日目に，調査に回答した 7 日間を振り返らせて，
（1）の感情語について回答させるとともに，6 つの基本情動を感じさせた
出来事および感謝した出来事・感謝された出来事について最も印象に残っ
ている内容を 1 つとその感情の強さと重要度を回答させた 4）。




は，調査開始時には 142 名であったが，1 週間の研究実施期間の途中で回
答をしなくなったり，自ら参加の辞退を申し出た者が 3 名いた。また回答















認知」6），「自己・他者志向的動機の統合」の 5 つの下位尺度に対応する 5
項目ずつによって構成されている。
　（2）父親・母親の養育態度　伊藤（2012）で使用した Parental bonding 
instrument 日本語版（小川，1994）から抜粋した受容性を測定する 4 項
目と自律性を測定する 4 項目の計 8 項目を父親，母親の順番で，高校時代
までの親の態度についてそれぞれ 6 件法で回答させた。
　（3）親の期待の認知　親の期待の内容について伊藤（2012）で使用した
20 項目を 6 件法で回答させた。「社会的成功」，「社会的受容」，「自己実




にまとめ，授業の一部を用いて集団状況で 2013 年 1 月中旬に実施した。
結　果
各変数の得点化と性差












りがたい」（M＝3.2 vs 2.7; t＝3.1），「人への信頼感を感じている」（信頼






感謝 孤独 安心 ありがたさ　 心配 信頼感
感謝
感情
性別 M SD M SD M SD M SD M SD M SD M SD
平均感情
男性 2.6 0.9 2.3 0.9 2.6 0.6 2.7 0.9 2.3 0.7 2.6 0.8 2.7 0.9
女性 3.1 0.8 2.2 0.8 2.9 0.7 3.2 0.7 2.4 0.8 3.2 0.7 3.1 0.7
回顧感情
男性 3.2 1.2 2.3 1.1 2.7 1.1 3.1 1.2 2.5 1.2 2.9 1.1 3.1 1.1
女性 3.4 1.1 2.1 1.2 2.8 1.2 3.4 1.1 2.7 1.3 3.2 1.1 3.4 1.0



























的動機の重視（M＝3.6 vs 3.2; t＝2.2, p＜.05）と自己・他者志向的動機の
統合（M＝4.7 vs 4.2; t＝3.5, p＜.01）で女性が男性よりも得点が高かった
（表 2）。
表 2　自己・他者志向的達成動機への態度の性差
自己重視 他者重視 負担感 利己性 統合
性別 M SD M SD M SD M SD M SD
男性 4.0 0.9 3.2 0.8 3.8 0.7 4.2 0.7 4.2 0.8











を検討したところ，「社会的受容」（M＝5.0 vs 4.5; t＝3.0, p＜.01）と「自
己実現」（M＝5.0 vs 4.6; t＝2.3, p＜.05）で女性が男性よりも得点が高か
った（表 3）。
表 3　親の期待の認知の性差
社会的成功 社会的受容 自己実現 親孝行 見栄 期待大きさ
性別 M SD M SD M SD M SD M SD M SD
男性 3.8 0.9 4.5 0.9 4.6 0.9 3.5 0.9 3.5 0.9 4.3 1.1




























感謝 孤独 安心 ありがたさ 心配 信頼感 感謝感情
-.02 .03 -.05 -.01 .02 -.05 -.02
自己重視 .10 .00 .01 .10 .09 .02 .10
-.11 .05 -.05 -.08 -.01 -.04 -.10
.16 .22 .16 .14 .22 .16 .15
他者重視 .13 .09 .15 .11 .09 .16 .12
.00 .38 .02 .00 .35 -.09 .00
.12 .26 .14 .14 .24 .15 .13
他者否定 .00 .32 -.03 .01 .36 .05 .01
.14 .14 .22 .20 .03 .12 .17
.03 .18 .00 .02 .15 .02 .03
還元 -.08 .19 -.11 -.09 .30 -.04 -.09
.05 .11 .02 .07 -.04 -.04 .07
.22 .01 .19 .25 .13 .28 .24
統合 .12 .00 .15 .13 .17 .21 .12





感謝 孤独 安心 ありがたさ 心配 信頼感 感謝感情
-.05 -.08 .20 -.01 -.10 .00 -.03
自己重視 .07 -.13 .22 .13 .09 .06 .11
-.24 .00 .21 -.16 -.30 .01 -.23
.16 .14 -.07 .09 .08 .09 .14
他者重視 .11 .04 .11 .18 -.02 .28 .16
.05 .37 -.32 -.07 .30 -.20 -.01
.06 .15 -.15 .08 .10 -.07 .08
他者否定 .10 .19 -.11 .05 .05 -.15 .08
-.15 .14 -.16 .14 .17 .04 -.01
-.02 .05 -.17 -.15 .03 -.03 -.09
還元 -.04 .06 -.17 -.13 .18 -.02 -.10
-.18 .08 -.11 -.12 -.08 .04 -.17
.21 .02 .04 .23 .21 .26 .24
統合 .23 -.02 .05 .17 .13 .22 .21
.22 .08 -.02 .18 .12 .16 .23
上段：男女込み；中段：男性；下段：女性
表 6　養育態度と対人的な感情の相関





.29 -.13 .20 .28 　.02 .27 .29
受容性 .28 -.12 .13 .25 　.04 .21 .27
.22 -.13 .21 .23 -.10 .24 .23
.31 -.16 .25 .32 -.03 .39 .32
自律性 .38 -.16 .26 .40 -.12 .38 .39





.19 -.16 .18 .32 　.12 .26 .28
受容性 .24 -.17 .14 .34 　.08 .17 .31
.10 -.15 .22 .20 　.00 .28 .17
.33 -.16 .17 .28 -.03 .31 .34
自律性 .40 -.24 .23 .36 -.07 .33 .42












感謝 孤独 安心 ありがたさ 心配 信頼感 感謝感情
.06 -.02 .18 .05 -.01 -.02 .05
社会的成功 .16 -.08 .30 .19 .22 .14 .18
-.06 .01 .09 -.10 -.26 -.21 -.08
.31 -.16 .24 .28 .04 .25 .30
社会的受容 .24 -.20 .17 .22 -.05 .17 .23
.31 -.10 .25 .25 .04 .21 .28
.41 -.24 .29 .41 -.07 .39 .42
自己実現 .36 -.28 .27 .37 -.16 .33 .36
.44 -.18 .27 .42 -.06 .42 .44
.10 .28 .13 .11 .25 .09 .10
親孝行 .09 .21 .13 .13 .27 .15 .11
-.01 .39 .05 -.06 .16 -.16 -.03
.17 .00 .18 .18 -.02 .11 .18
見栄 .09 .08 .08 .11 .21 .07 .10
.26 -.14 .26 .27 -.29 .14 .27
.24 -.14 .23 .27 -.14 .26 .25
期待大きさ .20 -.16 .14 .21 -.12 .17 .21













感謝 孤独 安心 ありがたさ 心配 信頼感 感謝感情
.04 .04 .12 .01 .02 .02 .03
社会的成功 .19 -.03 .30 .28 .26 .21 .26
-.22 .16 -.08 -.32 -.19 -.14 -.31
.14 -.14 .22 .21 .09 .18 .20
社会的受容 .06 -.26 .22 .25 .16 .09 .17
.26 .06 .26 .03 -.23 .22 .17
.27 -.16 .24 .33 -.07 .26 .34
自己実現 .30 -.29 .31 .45 -.05 .26 .41
.24 .05 .13 .03 -.29 .15 .15
.08 .15 .09 -.03 .26 .07 .03
親孝行 .13 .04 .07 -.04 .32 .06 .04
-.07 .33 .13 -.06 .10 .02 -.07
.04 .00 .09 .03 .08 .12 .04
見栄 .12 .02 .19 .08 .36 .14 .10
-.12 -.01 .00 .01 -.21 .16 -.06
.25 -.02 .11 .07 .01 .15 .18
期待大きさ .26 -.05 .17 .14 .12 .19 .22





















　分散分析　1 週間の感謝した出来事（0 個，1～2 個，3 個以上）と感謝



















（2,93）＝3.9, p＜.05）。女性では感謝した出来事が 0 個の群（M＝3.9）が 1
～2 個の群（M＝3.5），3 個以上の群（M＝3.5）より親の社会的成功の期
待を高く認知していたが，男性では 3 個以上の群（M＝4.4）が 0 個の群
（M＝3.6），1～2 個の群（M＝3.6）より高く認知していた。
考　察
　本研究では日常生活に大学生が感じている対人的な感情経験，なかでも
感謝に関連した感情経験を，1 週間にわたって携帯電話（スマートフォ
ン）を利用して即時的に「今ここで」感じている感情を報告させるという
方法で測定を行った。そして感謝感情と他者志向的達成動機への態度や過
去の親との関係性，すなわち親の養育態度や親から期待された大きさやそ
の内容との関連を分析した。また感謝する経験とは逆に，他者から感謝さ
れるという経験についても 1 週間にわたって毎日報告させ，そのような経
験と達成動機，養育態度，期待の認知との関係を検討した。
　まず日常的に感謝感情や信頼感など肯定的な対人的な感情を多く経験し
ている人の方が，自己志向的達成動機と他者志向的達成動機を統合して捉
える傾向が認められ，他者志向的に達成行動に従事していることが示唆さ
大学生の日常的な感謝感情および感謝された経験と他者志向的達成動機（伊藤・平井）
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れた。特にこの傾向は女性で顕著であったが，同時に孤独感や心配を経験
しているほど，他者志向的達成動機を重視する傾向も認められ，否定的な
対人的な感情を補償しようと無理をして他者志向的に動機づけられている
可能性も示唆される。また男性では逆に孤独感や心配を経験しているほど
他者志向的達成動機の否定的側面を認知しやすいことも示唆された。この
ような性差の起源については本研究では明らかにされておらず，今後検討
を重ねる必要がある。
　また日常的に感謝感情を多く経験している人の方が親からの受容性を高
く認知しており，男性では自律性の認知とも相関していた。親との温かい
関係が他者から自分への肯定的行為に気づきやすくさせるような基盤を形
成することを示唆しており，仮説を支持する結果であった。ただし親から
自律的に振る舞うことを促されることがなぜ他者への感謝感情の経験を促
進するのかについて，その過程については今後の課題である。
　さらに日常的に感謝感情を多く経験している人の方が自己実現や社会的
な受容を期待されていたと認知しており，期待自体も高く認知していると
いう結果が得られ，こちらも仮説を支持するものであった。他者から期待
されることや，なかでも親からの社会的受容と自己実現の期待は，いずれ
も先行研究において他者志向的達成動機の獲得との関連が示唆された変数
である。親の養育態度の結果と合わせて考えると，親との関係性（養育態
度や親からの期待）から他者志向的達成動機の獲得への過程を周囲の他者
への感謝の経験が媒介している可能性を強く示唆している。
　他者から感謝されるという経験についても仮説を支持する結果が見いだ
された。分散分析では，感謝される経験の多い人で，他者志向的達成動機
を重視し，それを自己志向的達成動機と統合する傾向が認められた。分散
分析では他の指標との関係は明らかにならなかったが，相関分析では女性
において，感謝される経験を多く報告した人ほど自己志向的動機と他者志
向的動機を統合して捉え，親から自律的に振る舞うよう促され，社会的な
受容や自己実現を親から期待されていると認知している傾向が弱いながら
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も認められた。この結果は感謝感情の結果に対応しており，また感謝した
出来事の数と感謝された出来事の数の間には中程度の正の相関があること
から，親との関係性をある程度基盤にして，感謝したりあるいは感謝され
たりという経験が，他者志向的達成動機を含む一般的な「他者志向性」の
ようなものをを形成，強化していくというプロセスが窺える。
　本研究の問題点としては，即時的感情を測定するということで研究参加
者への負担が大きく，調査からの脱落者が少なからず生じ，特に調査後半
では同じ回答が連続するなど一種のマンネリ状態に陥っていたことも否定
できない。また参加者数も限られていたため，男女で分けて行った分析結
果についてその信頼性を確認する必要があるだろう。また性差に関する今
回の結果の解釈についても今後の研究でさらに検討を重ねる必要がある。
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